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日本三霊山である立山、富士山、白山は信仰の山として古く
から多くの人々に敬われてきました。三霊山はいずれも活火
山で巨大崩壊地を有し，山麓に住む人々の暮らしを土砂災害
から守るための砂防事業が行われているなどの共通点があり
ます。三霊山の自然や砂防について，展示パネルや映像で紹
介します。

富士山は約 10 万年前に活動を開始し、約 1.7 万年前頃から流動性の
高いマグマを噴出するようになり（新富士火山の活動），日本最高峰
の標高 3776m になりました。富士山の生い立ち，歴史時代の噴火活
動，大沢崩れと富士砂防について紹介します。山頂御来光撮影コー
ナーもあります。


